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自然環境
(自然資源の恵み、山
水、山菜、キノコ、魚、

農産物等）

文化環境
（里の暮らし、年中
行事、多様な生活文

化）

社会環境
(集落を基本単位とし
た共同「結い」
「講」など）

里地里山
(中山間地域）

多面的・公益的機能の発揮
(水涵養、農産物の供給、ふるさとの原風景(癒し）、地球温暖化防止機能.etc）
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図１:里地里山構成の相関関係



知恵や風習が「宝物」
~自然と文化を学び、教えることで地域再生～





子どもも大人もじいちゃん、ばあちゃんも楽しくなる
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子供から大人、じいちゃんばあちゃんまでみんなで語り合いました。



地域マップ

地域資源カード

地域の歳時記

以上からこれからの地域づくりを考えた。



↓
角川里の自然環境学校の設立
 地域住民が「里の先生」

地域文化（知恵や技術）を担う住民が活動の中心

 地域の自然や文化を再発見

農山村の未来に向けて子供達に教え伝える取り組み

 住民主体の新たな地域作りを行う地域運営学校

最上郡戸沢村角川地区は

豊かな山と川に囲まれた日本の原風景を残す農山村

里の環境に根ざし貴重な自然や文化が息づく農山村

課題；地域の財産が受けつながれないまま廃れようとしている



山の学校

川の学校

食の教室

農の学校

もの作り塾

民話・昔遊び塾

研究部（コミュニティ活動・環境保全/地域資源研究部）

交流部（里親委員会、ヨソモン交流会館）

探検部（南部里地探検隊）

応援部（自然学校サポーター ※主に高校生と若手社会人）

角川里の自然環境学校は、
角川14集落の「里の先生」を中核に、6学校と4部局で構成。





子ども達の里山・農村学習の
拠点になっています。

里山散策会から得られた子ども達の
着想を元に、地元おじさんたちが計画



地域の技術の再発見と活用、後継者の創出
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地域伝統の食の技術が
新たな産品開発へつながる





〜角川弁で語られる地域の人々の心に残る言い伝えから学ぼう〜



地元もヨソモンもみんなで里の自然
や文化を伝え、暮らしを共有したい

ふるさとの原風景を元気付ける取り組みは地域も
ヨソモンも協働でかかわりうるもの。
結果として交流人口が拡大しています。

※外部参入者のことを親しみを込めてヨソモンと地元では言います。





 (1)住民主体の地域計画作り
（ヨソモンの目線の違いを活用した地元学調査とヴィジョン作り）

 (2)日常生活に立脚したプログラムとカリキュラム作り

 (3)里の何気ないありふれた素材をエンパワーメント
（保全とエンパワーメント コミュニティビジネスへ）

 (4)人材育成（担い手育成）

そこにすんでいるおじさん、おばさん、じいちゃん、ばあちゃん

が元気に暮らすことが一番の人材育成。そこに若者は引き寄せられ
てくる（かもしれない）。

まずはよく地域を調べること、地元の方の話によく耳を傾けること。ここから始まる。

問題や課題は地域にあるが解決策も地域にある。
しかし、それよりも地域にある価値を受け継ぎ革新していくというスタンスが大切。

角川の里吉本地元学より.ppt


川の拠点(最上峡）
森林再生と
川の体験活動

山･里拠点(角川の里)
里地里山保全活動

海辺の拠点(三瀬）
海辺の地元学と

自然体験･保全活動

海の拠点(酒田市）
海の地元学
と食文化交流

都市部(山形市･仙台市）
青少年体験活動市民団体

との連携

里づくり活動をより広域に、より多く
の人々との協働で進めていこう！
活動の広がりと深まりを目指して「里

の自然文化共育研究所」が活動を開始！

しな織の里
伝統工芸品
と里山研修

活動の輪を広げて～NPO法人 里の自然文化共育研究所の設立

森里川海連携構想(一般向け)2.ppt


地元の川漁師と生き物調べ

水質調査

最上峡をカヌーで探検

川面から最上峡の川と森林観察
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山村の住民と海辺の
住民が食文化交流会
を実施

海辺の地元学を
実施！
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